訴　　　　状

事件名
敷金返還請求事件

少額訴訟による審理及び裁判を求めます。本年,この裁判所において少額訴訟による審理及び裁判を求めるのは１回目
です。

東京　簡易裁判所
　御中　　　　　　　　　　平成26年11月◯◯日
	原告　（申立人）
	〒◯◯◯−◯◯◯◯
住所　東京都杉並区◯◯◯◯４−５−６
氏名　山本　一郎　印


TEL　　　　　　　　　　　　　　FAX

	
	送達場所等の届出
	原告（申立人）に対する書類の送達は,次の場所に宛てて行ってください。
　上記住所等

　□勤務先　名称

　　　　　　〒

　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　TEL

　□その他場所（原告等との関係　　　　　　　　　　）

　　　　　　〒

　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　TEL

	
	
	　□原告（申立人）に対する書類の送達は,次の人に宛てて行ってください。
　　氏名

	被告（相手方）１
	〒◯◯◯−◯◯◯◯
所在地（住所）　東京都新宿区１－２－３
会社名・代表者名（氏名）　株式会社◯◯　代表取締役社長　◯◯◯◯　殿
TEL　　　　　　　　　　　　　FAX


	
	勤務先の名称及び住所
　　　　　　　　　　　　　　　TEL

	被告（相手方）２
	〒

住所（所在地）

氏名（会社名・代表者名）

TEL　　　　　　　　　　　　　FAX

	
	勤務先の名称及び住所

　　　　　　　　　　　　　　　TEL

	訴訟物の価額
	
	取扱者

	貼用印紙額
	
	

	予納郵便切手
	
	

	貼用印紙　裏面貼付のとおり


一般

	請求の趣旨
	1　被告は,原告に対して,次の金員を支払え。
　　　　金　126,000円

　上記金額に対する

　　平成26年10月1日

　　□訴状送達の翌日

　　　　から支払い済みまで年5%の割合による金員

2　訴訟費用は,被告の負担とする。

との判決（及び仮執行の宣言）を求めます。

	紛争の要点（請求の原因）
	１、賃貸借契約の内容

原告は、被告との間で（２）の物件について、次のとおり賃貸借契約を締結し、引き渡しを受けた。

（１）契約日　平成　　年　　月　　日

（２）賃借物件　所在

　　　東京都新宿区◯◯町４－５－６　◯◯マンション　◯◯号室

（３）賃借期間　定めあり　2年  □定めなし

（４）賃料　1カ月金　63,000円

（５）交付した敷金の額　金　126,000円

（６）敷金返還についての約定　□定めなし

　　　　　　　　　　　　　　　明け渡し後月末締めの翌月末日払とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　ハウスクリーニング代を差し引くものとする。

２、賃貸借契約終了日　平成26年　9月30日

３、物件を明け渡した日　平成26年　9月30日


	
	その他の参考事項

被告は差し入れた敷金満額126,000円のうち、63,000円しか支払おうとしない。しかし以下の通り私が負担すべき清掃費・修繕費はありません。
（１）カーペットの家具の凹みの原状回復費用について

被告は、『部屋のカーペット部分の清掃・修繕が必要なので敷金からその清掃費・修繕費を差し引きます』と主張している。しかし、現在の証拠と国土交通省のガイドラインを踏まえるとこれは貸主側が負担すべき費用である。
（２）ハウスクリーニング代について
私は退去時に通常の基本的クリーニングは済ませており、原状回復義務は果たしおります。したがって清掃業者に支払う費用を当方が負担すべきも必要はありません。したがいまして、私にはクリーニング費用4万2000円を負担する義務はありません。


	添付書類
	賃貸借契約書　登記簿謄本（登記事項証明書）
敷金見積書　内容証明郵便コピー

争点となっている箇所の写真　国土交通省のガイドライン

□　　　　　　□



�事件名を記載します。敷金の返還請求をする場合はこのままで問題ありません。


�今年少額訴訟をした回数を記載します。初めての少額訴訟であればこのままで問題ありません。


�訴える簡易裁判所名を記載します。


�あなたの住所と氏名を記載します。


�裁判所からの書類の送り場所を記載します。住所に送るのであればこのままで問題ありません。


�相手の名前と住所と電話番号等を記載します。基本的に大家さんになります。記載例は法人の場合ですが、個人の場合には法人名などは不要です。


�請求する敷金の金額を記載します。


�契約終了日の翌日の日程を記載します。


�賃貸借契約の締結日を記載します。契約書で確認することができます。


�居住していたマンションの住所と部屋番号を記載します。


�賃貸借契約の契約期間を記載します。


�家賃の金額を記載します。


�支払った敷金の金額を記載します。


�賃貸借契約書において敷金の取り決めがあれば記載します。


�賃貸借契約の終了日を記載します。


�実際に建物を明け渡した日程を記載します。


�参考事項として主張内容を記載します。


�添付した証拠書類を記載します。その他の資料があればレ点を記載して追記してもよいでしょう。





